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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月3日(2014.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数の画素を持つ表示パネルと該表示パネルを背後から照明するバックライトとを有す
るディスプレイを備え、前記表示パネルの各画素の透過率を変更して前記ディスプレイの
画面の背景の中に検査視標を表示する視標呈示装置において、
　背景の輝度を第１輝度として、検査視標を表示する昼間検査モードと，前記背景の輝度
を前記第１輝度よりも低く、夜を想定した第２輝度として、検査視標を表示する夜間検査
モードと，を切換えるモード切換手段と、
　昼間検査モードでは前記第１輝度となるように前記バックライトの光量及び各画素の透
過率を制御し、夜間検査モードでは前記第２輝度となるように昼間検査モード時に対して
前記バックライトの光量及び各画素の透過率少なくとも一方をさらに低下する制御を行う
制御手段と、
を備えることを特徴とする視標呈示装置。
【請求項２】
　請求項１の視標呈示装置において、
　前記制御手段は、前記モード切換手段によって、前記昼間検査モードと前記夜間検査モ
ードとが切換えられた場合に、検査視標を変更することなく、前記背景の輝度を前記第１
輝度又は前記第２輝度に変更することによって、前記昼間検査モードと前記夜間検査モー
ドとが切換えられた場合に、同一の検査視標を表示した状態で前記背景の輝度を変更する
ことを特徴とする視標呈示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２の視標呈示装置において、
　前記制御手段は、前記夜間検査モードでは前記バックライトの光量を前記昼間検査モー
ド時と同じとしたまま背景の各画素の透過率を低下させるか、又は前記バックライトの光
量を前記昼間検査モード時より低下し、且つ画素の透過率を低下させることを特徴とする
視標呈示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するために、以下の構成を有することを特徴とする。
（１）　本開示の第１態様に係る視標呈示装置は、多数の画素を持つ表示パネルと該表示
パネルを背後から照明するバックライトとを有するディスプレイを備え、前記表示パネル
の各画素の透過率を変更して前記ディスプレイの画面の背景の中に検査視標を表示する視
標呈示装置において、背景の輝度を第１輝度として、検査視標を表示する昼間検査モード
と，前記背景の輝度を前記第１輝度よりも低く、夜を想定した第２輝度として、検査視標
を表示する夜間検査モードと，を切換えるモード切換手段と、昼間検査モードでは前記第
１輝度となるように前記バックライトの光量及び各画素の透過率を制御し、夜間検査モー
ドでは前記第２輝度となるように昼間検査モード時に対して前記バックライトの光量及び
各画素の透過率少なくとも一方をさらに低下する制御を行う制御手段と、
を備えることを特徴とする。
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